
市民活動が市の魅力をパワーアップ
「協働提案事業候補」に９団体を承認

　市では、市民活動団体の専門性や柔軟性を活かした公益的な事業の提案を公募し、団体と市が協力し、対
等な関係で事業を行うことで、課題の効果的な解決をめざす「市民協働事業提案制度」を実施しています。
　このほど９団体より提案が寄せられ、審査委員会により「協働提案事業候補」として承認されました。
　本年4月より協定書を締結し、市民活動が市の魅力をさらにパワーアップさせていきます。

No 事業名 提案団体 事業概要

１
ホタルの飛びかう水辺づく
り、竹炭を使って河川水質
改善事業

特定非営利活動法人
レインボークラブ

植地先の湧水地をホタルが住める環境に改善するとともに、メダカなど
川魚の生息地域を観察できる場、青少年の環境学習や地域住民の心安ら
ぎの場、環境保全活動の情報発信拠点となるように整備する。具体的な
手法としては河川改修した後、河川に自家製の竹炭を設置し、水質およ
び環境の改善を行う。

２ 異文化が溶け合う
サロン事業 鹿深deござれ！

地域で暮らす日本人も外国人も共に集い交流するキッカケづくりとし
て、ワークショップやイベントなどを開催する。こうした交流を通して、
異文化コミュニケーションが図られ、異文化を尊重し理解し合う地域づ
くりを進める。

３
発達障がいへの理解対応を
学ぶ勉強会および啓発活動
事業

こころはなまる

発達障がいに対する認識は広がりつつあるが、まだまだ充分とは言えな
い状況にある。そこで保護者の気づきやどう子どもを育てていくのかを
学ぶ勉強会、関係団体との効果的な事業を開催し、発達障がいへの理解
と支援の手立てを学び、問題を解決していく。

４
民官産学による「いきもの
みっけファーム」元気プロ
ジェクト

いきものみっけファーム
滋賀推進協議会

地域住民、区、自治会、NPO等団体、企業、行政機関、大学等が委員
会を設立し、地域資源を活かした「いきものみっけファーム滋賀」元気プ
ロジェクトの取り組みを進める。この活動によって、環境保全型農業に
よる生物の多様性の保全と地域の暮らしの再発見、６次産業化による地
域活性化を進める。

５ 学齢期の母親サポート事業 子育てサークル
「CHEERS STATION」

就学時の母親支援と母親交流、孤立化する母親サポート、父親の子育て
参画を目的とした学び、楽しみ、運動そして交流を行える事業を展開し、
つながりを深めるための機会と場所を提供する。

６ ここあったかハウスふれあ
い農園事業 NPO法人ここねっと

グループホームに入居している勤労意欲のある障がい者や高齢者、また
は作業所で就労しているホーム入居者が農園で農作業に取り組み、収穫
した野菜を商品化・販売し一定の収入が確保できる仕組みを構築する。

７ 旧東海道新城および岩上周
辺地域の歴史の調査研究 今郷好日会

平成23年度から市民協働事業で取り組んできた事業を”点”から”線”へ
発展させるべく、文献による調査研究や現地踏査、岩上公園周辺の景観
整備、ふるさと絵図の作成、土山宿と連携した街道まつりの企画を行い、
地域活性化をめざす。

８ 市の花「ササユリ」の咲きほ
こる街づくり

滝区ササユリの
里づくり

過去2年間の取り組みをもとに、ササユリの自然繁殖をめざし事業拡大
をおこなう。また、今年度においては、市内各公共施設にササユリを展
示するため、配布用球根増殖圃を設置するとともに、他地域への普及を
めざし、新たな繁殖法として種子繁殖法の取り組みをはじめる。

９
自然豊かな里山で大人と小
学生がいっしょに体験する
楽しい里山活動

ＮＰＯ法人甲賀の環
境・里山元気会

復元した里山を活用し、小学生を対象とした体験事業を継続し、実施す
る。また、今年度においては、子どもの保護者だけでなく、祖父母も対
象とした事業を実施し、それをPRすることで、市域に同様の里山復元
に向けた取り組みや意識を向上させる。

問い合わせ

☎65-0687 ／ 63-4554
地域コミュニティ推進室
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▲諮問にあたってあいさつを述べる中嶋市長
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▲調印された協定書を手にする中嶋市長と堀署長
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（あいこうかふるさと応援寄附金）ふるさと納税のご案内
　“ふるさとを想う気持ち”を“カタチ”
にする「ふるさと納税」は、使い道を選べ
るだけでなく、税の軽減を受けることが
できます。
　ふるさとの未来のために、皆様のご支
援をお願いいたします。

◆甲賀市ふるさと納税ホームページ　http://www.city.koka.lg.jp/furusato-koka/◆

問い合わせ / 総合政策部　政策推進課　 ☎0748-65-0670
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